
異業種の共同受注体で、アジア展開を目指す	
（魚岸精機工業　株式会社）	

会社概要（平成23年2月現在）	
	
■所在地：富山県射水市北高木118-1	
■代表者：代表取締役　魚岸　力	
■資本金：3,000万円	

■売上高：10億2,000万円	
■従業員数：42人	
■ＵＲＬ：http://www.uogishi.co.jp/	

①事業概要	

②海外展開概要	

④今後の事業展開について	

③成功要因（活用した支援策を含む）	

東南アジア	機械・装置等	 販路開拓	

◆ダイカストアルミホイールの設計・製造	
アルミダイカスト金型、アルミホイール金型、プラス
チック金型、低圧鋳造・鍛造金型を設計・製造	
ダイカスト金型は熱処理により耐熱性が高く、硬く
強いことが特徴。	

◆技術コンサルティングサービス	
技術指導者の海外派遣（タイ、中国、台湾で実績
あり）、海外研修生の受入、国内企業への技術指
導を実施。	
ダイカスト金型の設計・製作に特化し、この分野に
おける市場シェアでは北信越地域でトップ。	

＜企業特徴／コアコンピタンス ＞	
｢型やぶり先進企業｣をキャッチフレーズに、文字
どおり型にはまらず、顧客と共に進む明るくて、強
い企業。 
2社は早くよりインターネット環境を整備し、ネットを

活用した国内外の受発注に力を入れている。	

　 自動車メーカーのタイ工場で、同社が供給した
金型の修理やメンテナンスを行うために技術者を
派遣していたところ、顧客ニーズに迅速に対応で
きないほど現地の仕事が増加。増加する派遣費
用のコストも考慮し、平成14年に営業所を設置。	

その後、更なる需要の拡大に対応するため、平成
16年に工場を立ち上げた。	

　タイで他社の工場長を務めた日本人をスカウトし
従業員には、遅刻、無断欠勤厳禁などを内容とす
る「べからず集（してはいけないことの事例集）」を
作成し、浸透を図った。日本での技術研修も徹底
して行った。	

　 更には、ISO9000取得を目標に品質管理スキル
向上運動、不良率0運動といった品質向上を図る
取り組みを展開。これらの地道な努力が実を結び、
平成21年には、1億円を越える売上げを計上。	

　 平成21年、同社を中心に金型の設計・製作、鋳
造・成形、機械加工などを行う関連企業8社（富山
県企業6社、石川県企業2社）が集い、共同受注を
行う組織「インタラクティブ」を設立。	
　 現在は国内展示会を活用し、音響、農機具、

チェーンソーメーカーから引き合いを受け、受注を
獲得。今後はアジア地域での展開を目指す。	

（平成23年2月現在）	

データ出所：中部経済産業局	

　＜ダイカスト金型製造＞	

　＜東南アジアへの販路開拓＞	

　ダイカスト金型	


